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2対象
　

年次 前期開講期 必区分 30時間数 2単位

田中弥生担当教員 実務
経験

翻訳・通訳事務職種

多種多様な英文の読解力を養うとともに、リーディング、ライティングを通じて高校までに学んだ英語の
文法事項・語彙・慣用表現などの知識や運用能力を強化・補充します。

授業概要

１．自らの進路を考える上で企業の内情、抱える課題を自ら捉えられるようにします。２．企業の抱える
課題とその背景を理解した上でどのようにすれば解決できるのかを考えられるようにします。３．企業の
限界を知り、自らの将来のキャリア形成を考えるためのきっかけにします。

到達目標

スポーツに関わる企業の最新のトピックスを事例に討議を進めていきます。「企業における収益構造」、
「企業経営における課題と解決策」、「企業が失敗する共通のパターン」などのテーマについて、１講
義・話題提供、２演習・課題作成、のサイクルで学習を進めていきます。

授業方法

成績評価については、筆記もしくはレポートによる試験結果（中間/期末/定期的な提出物など）30％、授
業中の参加姿勢/学習意欲（リーダーシップ、積極性、学習に対する向上努力など）30％、出席状況40％
とし、授業内における達成度・到達度を総合的に判断して行います。なお、成績評価を受けるためには、
全授業の75％以上の出席が必要となります。

成績評価方法

学生間および教員とのコミュニケーションを重視します。課題や実習を通じて積極的に参加することで、
授業そのものを主体化してください。情報に敏感になり世の中の動向を観察することで、広い文脈からこ
の科目で学んだことを結びつけて考えましょう。なお、授業時間数の４分の３以上を出席しない学生は定
期試験を受験することができません。

履修上の注意

毎回資料をプロジェクターで投影します。参考書・参考資料等は、授業中に指示します。

教科書教材

有

講義種別

回数 授業計画

第１回

スピーチ(自己紹介)、単語1：英語でスピーチ(自己紹介)をすることで、人前で英
語を躊躇せずに会話を行います。

第２回

日常英会話１、単語テスト1：日常で頻繁に使われる会話表現を学び、実際の場面
で英語を話す力を習得します。

第３回

文法(代名詞)、単語テスト2：文法(代名詞)を理解し、英文の理解を深めます。
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第４回

ペア発表１、文法(基本動詞1)：ペアでの発表を通して、人前で躊躇せずに英語を
話す力を習得します。

第５回

文型(基本動詞2)、読解：文法(基本動詞)を理解し、英文の理解を深めます。ま
た、読解練習を通して読む力を向上します。

第６回

日常会話2、読解、単語：日常で頻繁に使われる会話表現を学び、実際の場面で英
語を話す力を習得します。

第７回

文法(文構造)、単語テスト3、会話練習：文法(文構造)を理解し、英文の理解を深
めます。会話の練習を通して、英語での会話力を高めます。

第８回

ペア発表２、会話練習：ペアでの発表を通して、英語で会話する力を習得しま
す。会話の練習を通して、英語での会話力を高めます。

第９回

読解、ミニテスト1、会話練習：読解の練習を通して読む力を向上します。また、
練習を通して英語での会話力を高めます。

第１０回

日常英会話３、単語：ペアでの発表を通して、英語で躊躇せずに英語を話す力を
習得します。

第１１回

文法(構文)、ペア会話練習：文法(構文)を理解し、英文の理解を深めます。ペア
での練習を通して、英語で躊躇せずに会話する方法を習得します。

第１２回

ペア発表３、リスニング：ペアでの発表を通して、人前で躊躇せずに英語を話す
力を習得します。

第１３回

個人ミニスピーチ準備、単語テスト４：個人ミニスピーチの作成を通して、英語
で文章を構成する力を習得します。

第１４回

個人ミニスピーチ発表：個人ミニスピーチの発表を通して、人前で躊躇せずに英
語を話す力を習得します。

第１５回

まとめ：前期授業における学習内容を復習し、重要なポイントについて理解・確
認をします。
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